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新潟市における自殺予防
ゲートキーパー養成の取り組み
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新潟市の自殺者数等の状況



新潟市の自殺者数の推移 男女別
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地域における自殺の基礎資料（平成21年 令和4年）
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自殺死亡率(人口10万人あたりの自殺者数)の推移



44

166

211

274
296

265

167

123

0

50

100

150

200

250

300

350

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

H29 H30 R1 R2 R3 R4 計
（単位：人） （単位：人）

地域における自殺の基礎資料（平成21年～令和4年）

年代別男性自殺者数の推移
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自殺予防ゲートキーパー養成
テキストについて



若年層における自殺対策作業部会

・若年層向けゲートキーパーの今後について検討する
ため、若年層における自殺対策作業部会を立ち上げた。

⇒大学有識者とこころの健康センター職員をメンバー
として検討



若年層における自殺対策作業部会 検討内容
自殺予防のためのゲートキーパー養成テキスト
の作成

テキスト検討内容
・自殺予防のための基礎知識

・自殺の知識（概念）や相談方法等について
話し合うためのグループワーク資材の開発

・自殺ハイリスク者支援における
「連携」をテーマにしたカードゲーム
（IDOBATA：若年層支援者向け）の開発



自殺予防のためのゲートキーパー養成テキスト
自殺予防のためのゲートキーパー養成テキスト（平成３０年３月作成）



自殺予防のためのゲートキーパー養成
テキストの内容
第１章 自殺予防の基礎知識
・ゲートキーパーの基本対応
第２章 自殺予防のためのグループワーク
・自殺の「実態」や「現象」をめぐる対話
①「自殺者の人数」 ②「自殺の反対語」

・自殺予防のための「相談」をめぐる対話
①「誰に相談しますか？」 ②「説きくらべ」

・自殺予防のための「連携」をめぐる対話
①自殺予防連携ゲーム「IDOBATA」



演習：「自殺の反対語」 

「自殺の反対語」はなんでしょうか？反対語とは、意味の上で互いに反対の関係にある語であり、

「上」の反対語は「下」、「積極」の反対語は「消極」になります。 

そうすると、自殺という現象のどの部分に注目するかで、「自殺の反対語」も異なってくると思いま

す。自殺という現象を様々な側面からとらえ、自殺とは反対の関係にある状態を考えてみましょう。 

１．思いついた「自殺の反対語」を配られた付箋に書き、模造紙に貼っていってください。 

２．作業①の目的は、とにかく多くの「反対語」を出すことです。以下のブレーン・ストーミング

のルールに従って、よい悪いは考えず、自由な雰囲気で活発にアイデアを出していってくださ

い。 

～ブレーン・ストーミングの４つルール～ 

①批判厳禁 ＝どんなアイデアに対しても反対や批判は禁止 

②自由奔放 ＝ユニークで斬新なアイデアを重視 

③質より量 ＝とにかくアイデアの数が多いほどよい 

④便乗する ＝ほかの人のアイデアに便乗してもよい 

課 題 

作業① 

 グループで話し合って、もっともよいと思われる「自殺の反対語」を決めてください。 

作業①であがった「自殺の反対語」から選んでもよいですし、あがったアイデアをもとにして、あ

らためて考えてもかまいません。また、その理由も考えてください。 

作業② 

自殺の「実態」や「現
象」をめぐる対話

・付箋に自分が想像する
自殺の反対語を書き出し
てもらい、それをグルー
プ内で共有する。
その後、グループで自
殺の反対語として一番で
はないかと思う言葉を協
議し、同時にその理由を
検討してもらう。
最後に、各グループか
ら協議した結果を発表し
てもらい情報の共有を図
る。



自殺予防連携ゲーム「ＩＤＯＢＡＴＡ」
について
・３種類のカードに書かれている状況をうまくつなげて、
「状況カード」に書かれている状況にどのように対応する
か、各メンバーで「支援ストーリー」を考える。

①支援対象者について、自由な発想でストーリーを考える
ゲーム
②通常の支援の中で考えるのではなく、発想力と想像力を膨
らませることが重要
③連携ゲームなので、通常ありえない支援者でのストーリー
になる可能性

例：支援対象者に最初に接触する職種は○○で、その人が△△
という話題で相談者と関係を作り、 という連携先につな
げる



自殺予防連携ゲームIDOBATAのカード



研修会イメージ

状況カード 

ファースト

コンタクト

カード 

対話 

カード 

連携先 

カード 

A 

B D 

C 



自殺予防連携ゲーム
ＩＤＯＢＡＴＡカードの種類
【カードの種類】
１．状況カード
支援対象となる状況が記載されたカード

２．ファーストコンタクトカード
支援対象となる人に最初に接触する支援者の職種が

記載されたカード

３．対話カード
最初に支援対象者に接触する人が、その初回相談時に対

話の糸口として話題にする内容が記載されたカード

４．連携先カード
最初に支援対象者に接触する人が、その後の支援の中

で連携する他の支援者の職種が記載されたカード



平成30年度 自殺予防ゲートキーパー研修の取り組み

テキストは、当初若年層対策の一環として、開発
したが、若年層のみならず、他の支援者にも連携等
を学ぶのに良いツールということが研修を実施して
いく中で示唆された。
そのため、当初の「若年層編」に加え、「多職種

編」、「保健師編」、「薬剤師編」を作成した。

⇒保健師・薬剤師編については、両職にプログ
ラムを体験してもらい、協働で開発を行った。



自殺予防のためのゲートキーパー養成テキストを
活用した研修実績

年度 研修内容 参加者数（単位：人） 実施回数（単位：回）

平成30

・自殺の基礎知識
・自殺の反対語
・ＩＤＯＢＡＴＡ
・説きくらべ

168 8

令和元 180 10

令和2 143 7

令和3 230 9

令和4 254 13

計 975 47



•参加者アンケート回収率：７６１件（７８．１％）

•参加者の所属機関は、
・学校関係（教員、養護教諭等）341人（44.8％）
・行政機関（保健師、保護課職員等）163（21.4％）
・支援機関（若者・子育て関係機関等）151人
（19.8％）等

機関 n %
行政機関（保健師、保護課職員等） 163 21.4

学校関係（教員、養護教諭等） 341 44.8

警察学校関係 63 8.3

支援機関（若者・子育て関係機関等） 151 19.8

その他 43 5.7



研修会の理解度
・「やや理解が深まった」が50.4％で最も多く、
「とても理解が深まった」45.5％、2つを合わせると

95.9％が「理解が深まった」と回答した。
全体として高い評価を得ることができた。



自殺予防のためのゲートキーパー養成
テキストのまとめ
・若年層対策としてのツールの開発であったが、
幅広い職種へ活用
・自殺予防の連携などについて議論する方法として
有効の可能性

【課題】
・全体的なファシリテーターの育成
・誰もができるようテキストの内容を工夫したが困難
【今後】
・教職員向けIDOBATAプログラム開発



教職員向けＩＤＯＢＡＴＡプログラム

中学生女子・両親、姉（中学生）、弟と同居
• 幼少期に両親離婚。昨年再婚し、弟が生まれた。
が家に来て家事などの養育を担っている。小学校高学年の頃
よりリストカットが始まり、頻度も増えていった。心療内科
受診により、摂食障害の診断も受けた。

• 中学校入学後、校内でリストカットや頭痛薬の過量服薬がみ
られるようになった。姉も、リストカットなどをしているよ
うだ。

• ある日、自身のSNSに、「みんなありがとう、さよなら」
「結局ずっとひとりぼっち」などと頻繁に発信している書き
込みを友人が見つけた。

IDOBATAプログラム状況カード一例



教職員向けＩＤＯＢＡＴＡプログラム
【プログラムの構成】
・状況カード：１０事例
・ファーストコンタクトカード：３２職種
・連携先カード：３１職種
・対話カード：２３枚

※プログラムの作成においては、新潟市の若年層ワーキン
グチームにおいて有識者や教育委員会の方から意見等をも
らい検討している。
また、プログラムの状況カードの事例については、実際
の教育現場の先生やスクールカウンセラーからもアドバイ
スをもらい作成をしている。


